
マレーシアにおける新型コロナウイルスの感染状況等について

令和３年８月２７日
在マレーシア日本国大使館

本資料は、在留邦人の方々の判断に資する参考資料として、マレーシア政府等の最新の公開データを基に作成したものです。
更新頻度は週１回を予定しており、その間は一部最新でない情報が含まれる事もありますが、その点ご留意ください。

（内容）
１．感染状況（全体、死亡例、カテゴリー別／ＢＩＤ、州別、実効再生産数、変異株）
２．病床状況（政府系・私立系病院のコロナ用病床状況、クランバレー地域使用率推移）
３．ワクチン（調達状況、若年者への接種、接種状況、見込み）
４．国家回復計画（ＮＲＰ）
５．陽性者等への対応



１．感染状況
（全体、死亡例、カテゴリー別／ＢＩＤ、州別、実効再生産数、変異株）
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第３波開始から現在までの感染状況

総感染者数
総回復者数
入院患者数
新規感染者数（右軸）
新規回復者数（右軸）

５月以降、主に首都圏を中心に新規感染者数が急増していたが、８月以降は地方（サバ州、ペナン州、ジョ
ホール州、クランタン州、ケダ州等）において特に感染が拡大
６月中旬以降は一旦減少傾向に転じたが、再度増加。７月１３日には初めて１万例を超過し、以降は継続的に
１万例を超過。８月５日には初めて２万例を超過し、８月２６日は過去最高の２４，５９９例を記録
７月２８日、保健省は、ここ最近の新規感染者数の急増を「デルタ株感染の無症候性患者が無自覚に感染を拡
大させた」ものと説明しているが、ワクチン接種の進展に伴い８月末には減少傾向に転じる見込みとの見解を
述べている
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新規死亡者数（右軸）

２０２０年１月から現在までの死亡例推移

昨年末までは累積５００例程度だったが、２０２１年１月から３月にかけて累積１，３００例程度まで伸び、
４月末から現在まで更に一貫して伸びている状況
８月２６日には過去最高の３９３例を記録
８月１８日、保健省は、死亡例全体（約１３，０００例）のうち、ワクチン接種を完全に完了していた者は４
例（０．０３％）、一部完了していた者は８０例（０．６％）である旨述べている



カテゴリー１：無症状 カテゴリー２：症状あり カテゴリー３：症状あり、肺炎あり
カテゴリー４：症状あり、肺炎あり、酸素補助必要（ＩＣＵ） カテゴリー５：多臓器に影響がある重体（ＩＣＵ）

直近の新規感染者のカテゴリー別報告及び新規死亡者におけるＢＩＤの状況

７月１６日、マレーシア保健省が新規感染者のカテゴリー別割合（重症度別割合）の公表を開始。更に７月２６日以降は各カテゴリー感染者
のワクチン未完了率も公表されている
当該カテゴリー報告はあくまで感染報告時点での重症度を表すものであり、その後の悪化・改善を反映できていない点に留意が必要なもの
の、本データより、報告時点では９８％近くが「カテゴリー１（無症候）」又は「カテゴリー２（軽症）」であり、また感染者の多くがワク
チン未完了者であることが明らかとなった
８月５日、ザフルル国家回復計画（ＮＲＰ）調整担当大臣（当時）は、州毎のＮＲＰの段階を「新規感染者のうちの重症者（カテゴリー３か
ら５）割合」に基づき移行させる旨発表（後述）。ただし、現時点で州毎のカテゴリー別割合の公表はされておらず、従って各州毎の段階移
行の進捗評価は困難な状況
一方、直近の新規死亡者数のうち、１０～２５％近くが病院搬送時に死亡（BID：Brought-In-Dead）しているため、陽性者においては体調
変化に十分留意頂き、体調に不安のある場合には、早期に保健所・CAC・病院等に連絡し、治療介入を求めるようにすることが重要

60
35 43 21 40

69
100

173
188

189

153

171

196

293

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

8月20日 8月21日 8月22日 8月23日 8月24日 8月25日 8月26日

＜直近の新規死亡者におけるＢＩＤの状況＞

ＢＩＤ
ＢＩＤ以外



２０２１年６月から現在までの州別新規感染者数の推移

マラッカ、クアラルンプール、ラブアン、プトラジャヤ及びヌグリ・スンビラン州では減少傾向にあるが、ほとんどの州では増減を
繰り返しており安定していない
８月２６日現在、サバ州、ペナン州、ジョホール州、クランタン州、ケダ州、ペラ州、サラワク州及びペルリス州では特に感染が拡
大しているが、時期及び地域により変動があるため、引き続き各州の状況を注視する必要

マレーシア全体 スランゴール州 サバ州 ペナン州 ジョホール州 クランタン州

マラッカ州 クアラルンプール ラブアン プトラジャヤ ヌグリ・スンビラン州 ケダ州

パハン州 ペラ州 トレンガヌ州 サラワク州 ペルリス州
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スランゴール州 サバ州 ペナン州 ジョホール州 クランタン州

マラッカ州 クアラルンプール ラブアン プトラジャヤ ヌグリ・スンビラン州 ケダ州

パハン州 ペラ州 トレンガヌ州 サラワク州 ペルリス州

マレーシア全体
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２０２１年６月から現在までの州別実効再生産数の推移

マレーシア全体での実効再生産数は６月２８日以降「１．０」を超過し、７月１５日時点で「１．２０」まで増加したが、その後は減少傾向
に転じ、８月２６日現在は「１．０２」を記録
８月２６日現在、スランゴール州（０．９７）、クアラルンプール（０．８４）、プトラジャヤ（０．７８）及びヌグリ・スンビラン州
（０．８２）を除く全ての州で「１．０」を超過しているものの（ラブアンは症例数が少なく算出不可）、サバ州及びペナン州を除き、多く
の州では減少傾向にある
８月２６日現在、ペルリス州（１．２３）及びサラワク州（１．２０）が特に高い状況にあるが、時期及び地域により変動があるため、引き
続き各州の状況を注視する必要



変異株検出状況（２０２１年８月２７日時点）（先週から更新なし）

ＷＨＯが指定するＶＯＣのマレーシアにおける検出状況は以下のとおり。

① Ｂ．１．１．７（いわゆる「英国型」「アルファ株」）：１４例検出（国内９、輸入５）
② Ｂ．１．３５１（「南アフリカ型」「ベータ株」）：２０９例検出（国内２０８、輸入１）
③ Ｂ．１．１．２８．１（「ブラジル型」）：未だ検出されていない
④ Ｂ．１．６１７（「インド型」「デルタ株」）：４６７例検出（国内４５３、輸入１０）

なお、総ゲノム解析数は２０２１年７月１７日までで計６３２例。

これを７月１７日時点の累積陽性症例数（９０５，８５１例）で割り戻すと、全陽性症例の「０．０７０％」
がゲノム解析されていることとなり、従って、現時点におけるマレーシアの変異株流行状況全体を捉えるのは
困難であることに留意する必要がある。

また、７月１８日付保健省発表によると、７月１日から７月１２日までにゲノム解析された検体は４８例で、
その結果は以下のとおり。検体の採取場所についての情報はないため、地域差を考慮する必要はあるものの、
現在感染した場合、それがデルタ株である可能性は高いと考えられる。

・非ＶＯＣ／ＶＯＩ：１１例（２３％）
・ベータ株：１１例（２３％）
・デルタ株：２６例（５４％）



２．病床状況
（政府系・私立系病院のコロナ用病床状況、クランバレー地域におけるコ

ロナ用ＩＣＵ病床使用率推移）



• ７月１８日付保健省発表資料によると、政府系病院でのコロナ用一般病床数及びその使用状況は以下のとおり
コロナ用一般病床：１３，２２９床のうち、１０，３３１床（７８％）が使用中 （※前週より使用率は６％増加）

• 他方、同時点における私立系病院でのコロナ用一般・ＩＣＵ病床数及びその使用状況は以下のとおり
コロナ用一般病床：１，２８５床のうち、７９５床（６２％）が使用中 （※前週より使用率は８％増加）

コロナ用ＩＣＵ病床：１２８床のうち、１０７床（８４％）が使用中（※前週より使用率は１９％増加）
• なお、①上記患者には「感染疑い（Suspected／Probable case）」も含まれている点、②全国値であり州別の状況は不明である点に留意

する必要がある
• また、７月２４日より保健省が州別の病床数等の統計データ公表を開始（ https://github.com/MoH-Malaysia/covid19-public ）
• ８月２５日時点の各州の政府系病院のコロナ用ＩＣＵ病床数及び利用状況についてまとめたところ、以下のとおり（クランバレー地域の利用

率推移については別スライド参照）
• ８月２５日時点で、先週と比して一部改善した地域はあるものの（ヌグリ・スンビラン州は５９％から３５％へ、スランゴール州は１１７％

から９８％へ）、引き続き約半数の地域で政府系病院のコロナ用ＩＣＵ病床使用率は１００％を超えている状況にあり、これら地域の在留邦
人におかれては留意が必要。なお、実際に政府系病院のコロナ用ＩＣＵに入院できないとの在留邦人からの相談は現時点までに当館にはなさ
れていない

政府系・私立系病院のコロナ用病床の状況



クランバレー地域における政府系病院のコロナ用ＩＣＵ病床使用状況 ※保健省データより当館作成
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３．ワクチン
（調達状況、若年者への接種、接種状況、見込み）



ワクチン調達状況（８月２７日時点）（先週から更新なし）

2021年７月18日、ムヒディン首相（当時）は自身のＳＮＳにおいて、今後のワクチン接種方針について以下を表明した。

スランゴール州及びクアラルンプールの成人人口の全員が、2021年８月１日までに、少なくとも１回のワクチン接種を受ける
サラワク州の成人人口の全員が、2021年８月末までに、少なくとも１回のワクチン接種を受ける
ほぼ全ての州で、2021年８月末までに、50%を超える接種率を記録する
全ての州で、2021年９月までに、70%を超える接種率を記録する
マレーシア全土で、2021年10月までに、成人人口100%の接種率を記録する

調達元 調達量 配布開始時期 薬事状況

1 ファイザー 4,480万回（70%相当） 2021/2/24
条件付承認（2021/1/8）
条件付承認（2021/3/2）
条件付承認（2021/6/15）※対象を12歳以上に拡大

2 アストラゼネカ 640万回（10%相当） 2021/5/5
条件付承認（2021/3/2）
条件付承認（2021/4/2）※COVAX経由
条件付承認（2021/6/4）※直接調達

3 Sinovac 1,200万回（18.75%相当）2021/3/18
条件付承認（2021/3/2）※完成品
条件付承認（2021/4/23）※ファーマニアガ社国内製造品

4 CanSino 350万回（10.9%相当） 2021/7末 条件付承認（2021/6/15）

5 スプートニクⅤ 640万回（10%相当） 不明 申請済み（審査中）

6 JJ 不明 不明
条件付承認（2021/6/15）※COVAX経由
条件付承認（2021/7/16）

7 COVAX 640万回（10%相当） 2021/5/5 -

国家ワクチンプログラムのポートフォリオ上で記載があるのは上記まで。
以下のワクチンは記載なく、民間ベースでのみ流通する見込み（詳細未定）

8 Sinopharm 不明 不明 条件付承認（2021/7/16）

9 モデルナ 不明 不明 条件付承認（2021/8/5）



若年者（１２～１７歳）へのワクチン接種について（先週から更新なし）

若年者（１２～１７歳）へのワクチン接種に関し、ノルヒシャム保健省医務技監の８月１２日付通達が発出されまし
た。通達の主な内容は以下のとおりです。

本通達は９月１５日から有効
対象は「基礎疾患を有する１２～１５歳」及び「（基礎疾患の有無によらず）１６～１７歳」だが、実施はワクチ
ンの供給状況による
ワクチン接種前の評価に際しては「若年者のワクチン接種に関する臨床ガイドライン（※）」が参照される
接種場所は「病院」「クリニック」及び「学校（アウトリーチ）」を予定しているが、接種前評価により「接種リ
スクあり」と判断された者については、安全確保のために「病院」で接種する必要がある
問い合わせは03-8883-3951又は mycovidaefi@npra.gov.my まで

※若年者のワクチン接種に関する臨床ガイドライン（英語）
https://covid-19.moh.gov.my/garis-panduan/garis-panduan-kkm/ANNEX_48c_CLINICAL_GUIDE_TO_COVID-
19_VACCINATION_IN_CHILDREN_n_ADOLESCENTS_13082021.pdf

（8月12日付ノルヒシャム医務技監通達（マレー語））
https://covid-19.moh.gov.my/garis-panduan/pekeliling-dan-polisi-rasmi-kkm/SURAT_PEKELILIN_KPK_BIL_13_2021-
PELAKSANAAN_PICK_DI_KALANGAN_REMAJA_TERTENTU_12-17_TAHUN_12082021.pdf

なお、現時点で当該年齢に接種可能なワクチンは、マレーシア国内では「ファイザー」のみです。

更なる詳細は今後発表とされており、随時本情報は更新予定です。



ワクチン接種状況（８月２６日時点）及び供給見込み（８月５日付ＮＲＰレポート）

１回接種：全人口５８．０%相当
（成人人口８０．９％相当）

２回接種：全人口４３．２％相当 ※日本では全人口４３．０％相当
（成人人口６０．２％相当）

（参考：８月１８日時点）
１回接種：全人口５４．０%相当

（成人人口７５．３％相当）
２回接種：全人口３６．０％相当

（成人人口５０．２％相当）

＜副反応報告（７月５日報告）＞
軽微なものも含めると1000回当たり「18.6件」
入院等を要した事例は1000回当たり「1.4件」
ただし、長期入院や死亡事例等は報告されておらず、被害補償された
者もいない
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４．国家回復計画（ＮＲＰ）



国家回復計画（ＮＲＰ）の概要

＜国家回復計画（ＮＲＰ）＞
（１）段階は１から４まで設定。１が６月１日からの「完全ロックダウン」、４が州間移動も認められる緩和された規制。
（２）各段階の移行は、①人口１０万人当たり新規感染症例数、②公衆衛生システム状況（ＩＣＵ病床使用率等）、③ワクチン２回接種率に基づ

き州毎に検討・判断される。具体的な要件は下表のとおりで、州毎の要件への該当状況は次スライドのとおり。（※）８月７日、成人ワクチ
ン２回接種率が５０％を超えた州については、新規症例数に代えて、カテゴリー３（重症）以上の症例数が基準となる旨発表あり。なお、ク
ランバレー地域については既に成人ワクチン２回接種率が５０％を超えているため、新要件を満たす必要がある

（３）ただし、「強化された活動制限令」（ＥＭＣＯ）対象地域では、より厳格な規制が適用される。なお、スランゴール州及びクアラルンプー
ルの一部地域に対して課せられていたＥＭＣＯは７月１６日付で終了。

段階 規制概要 当該段階への移行要件

１日あたり人口１０万人当たり
新規感染症例数（※上記参照）

ＩＣＵ病床
使用率

成人ワク
チン２回
接種率

全体 カテゴリー３以上

第１段階 ６月１日からの完全ロックダウン

第２段階 経済活動を段階的に許可（出勤率最大８０％） １２．２以下 ６．１以下 中程度（恐らく
５０～７０％）

１０％

第３段階 早ければ本年８月に移行予定
基本的に全ての産業が稼働（出勤率最大８０％）、議会開会（９
～１０月頃見込み）、教育・社会・スポーツ活動を段階的に許可

不明 ３．０以下 ５０％未満 ４０％

第４段階 早ければ本年１０月に移行予定
全ての産業が稼働し、州間移動も可能

－ １．３以下 ５０％未満 ６０％

＜国家回復計画第１段階＞ ※現在、クランバレー地域ほか3州で施行中
（１）生活必需品購入のための外出は、ワクチン接種未完了者の場合は一世帯から２名まで（ワクチン接種完了者も州間・地区間移動は禁止）
（２）農業、漁業、畜産業、プランテーション業等の一部の産業は出勤制限なし、一部製造業及び生活産業関連は従業員数の６０％を上限とし出勤可。

その他の製造・建設・鉱山・採石・飲食業は、従業員のワクチン接種完了率に応じて段階的に出勤可。
（３）飲食店での店内飲食はワクチン接種未完了者は不可（持帰り・ドライブスルー・宅配は可、営業時間は午前８時から午後１０時まで）。
（４）企業イベント、大規模参加型スポーツイベント、映画館、美術館・博物館は休業。学校閉鎖。



４ 人口１０万人当たり新規感染症例数
※直近１週間の平均値

ＩＣＵ病床使用率
（８月２５日時点）

成人ワクチン２回接種率
（８月２６日時点）

国家回復計画の段階

ペルリス州 １５．９（※２） ７３％ ６４．１％ ３（８/４～）

ケダ州 ８０．０ １１９％ ４１．３％ １

ペナン州 ９０．６（※２） １００％ ５２．０％ ２（7/7～）

ペラ州 ４０．７（※２） １０８％ ４５．３％ ２（7/5～）

スランゴール州 ８７．６ ９８％ ８７．８％
（スランゴール＋ＫＬ＋プトラジャヤ）

１

ヌグリ・スンビラン州 ３８．４（※２） ３５％ ７５．５％ ２（８/２６～）

マラッカ州 ５３．３ ７５％ ５２．８％ １

ジョホール州 ４３．４ １０６％ ４２．８％ １

パハン州 ３２．８（※２） ６９％ ４７．６％ ２（7/5～）

トレンガヌ州 ４０．３（※２） ８７％ ４５．４％ ２（7/5～）

クランタン州 ６３．７（※２） １２０％ ４２．２％ ２（7/5～）

サバ州 ７２．１（※２） １４２％ ３５．０％ ２（7/10～）

サラワク州 ６３．８（※２） ５３％ ８６．３％ ３（８/4～）

クアラルンプール ５９．９ １００％ ８７．８％
（スランゴール＋ＫＬ＋プトラジャヤ）

１

プトラジャヤ ２７．３ １０５％ ８７．８％
（スランゴール＋ＫＬ＋プトラジャヤ）

１

ラブアン ４．４ ０％ ９２．９％ ４（８/２６～）

各州におけるＮＲＰ要件（第２・第３段階への移行基準を満たしていないものは赤字）

※１：前述のとおり、クランバレー地域等については「人口１０万人あたりカテゴリー３以上新規症例数」の新要件が適用されるが、現時点で州別のカテゴリー別新規症
例者数の情報は公表されていないため、暫定的に人口１０万人あたり新規感染者数を記載しているもの。

※２：７月１４日、ザフルルＮＲＰ調整担当大臣（当時）は、第２段階へ移行した州は第１段階へ戻ることは無い旨述べている。









※詳細についてはマレーシア国家安全保障会議（NSC）発表の国家回復計画段階別規制（SOP）（8月25日付け）参照
https://www.mkn.gov.my/web/ms/sop-perintah-kawalan-pergerakan/

※日本で取得したワクチン証明書の扱いを含む入国時自宅隔離に係る手続き詳細に関しては、当館ＨＰをご確認ください。
https://www.my.emb-japan.go.jp/files/100227951.pdf



５．陽性者等への対応
（更新はありませんので先週版をご覧下さい。）


